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第１章
建築と都市のデザイン

都市をデザインするといっても、更地に新しく広大な都市をつくる機会

は、めったにない。であれば、都市をデザインするとは、何をすることな

のか。また、建築を考える時、建築本体だけを考えるのではなく、敷地の

中で建築が建たない場所のデザインを考えることが、都市にとっては重要

となる。建築と都市との関係はどう考えるべきなのだろうか。

建築と外部空間のデザイン建築と外部空間のデザイン（東京都渋谷区）�� field 01

【代官山ヒルサイドテラス】

・1969年のヒルサイドテラスＡ棟、Ｂ棟の誕生は、

その後の代官山の都市環境の形成の元となり、

「建築というハードが街を作った希有な例」とし

て高い評価を受けている。

・地域の特性に配慮し緩やかに開発は進められた。

・各棟はそれぞれ独自の空間構成と性格をもち、無

理矢理統一しようとせず、各期ごとに「時代」を

反映させつつ特徴ある街区を形成しようとする精

神で貫かれている。

・設計は㈱槇総合計画事務所である。

【計画指標】

・ヒューマンスケール➊であること。

・自然や地形、周辺環境が活かされてあること。

・住居、店舗、オフィスが共存してあること。

・外に対して開かれてあること。

・以上の要素が、代官山という街全体の景観形成に

大きな影響を与え、共有化されていった。
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１．都市デザインのアウトライン

1-1　都市デザインの特徴＊１

都市デザインの特徴は、①総合的デザイン、②関係のデザイン、③風土

のデザイン、④継続のデザインの４つである。①総合的デザインは、建築

だけでなく都市景観を形成するあらゆる要素を捉えることをさす。②関係

のデザインは、都市に存在する様々なもの相互の関係によって都市デザイ

ンが成立することをさすとともに、異質・多様・多数の主体相互の関係の

中で都市デザインが生まれることも示している。③風土のデザインは、既

存の自然や文化がベースとなることをさす。④継続のデザインは、都市デ

ザインが完成・完結することなく、永遠に未来に向かうデザインであるこ

とを示している。

1-2　個と全体のデザイン

都市デザインは全体のデザインであるが、都市全体を実際にデザインす

➊ 人 体 や 人 間 の 感

覚・行動に基づく尺

度のこと。

➋道路側から見たと

きの建築物の正面。

➌広場、公園、駐車

場など、一般人の自

由な通行、利用が可

能な空地をいう。

➍道路面から外壁を

後退させて建てるこ

と。建物上部を段上

に後退させること。

*1　田村明『美しい

都 市 景 観 を つ く る

アーバンデザイン』

pp.97-117，朝日新聞

社，1997
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るケースはほとんどない。個の積み重ねで長い年月をかけて全体の改変を

図るものである。個として対象となるのは、建築物だけでなく、道路、公

園、橋などの土木構築物、アーケード、モニュメント、ベンチ、街灯、バ

ス停などの工作物である。個のデザインには、（１）時間性と（２）関係

性の２点への配慮が必要である。

（１）時間性

①朝昼晩１日の時間による変化、②春夏秋冬１年間の季節による変化、

③より長期にわたる変化やエイジング➊、④日常・非日常の空間利用の変

化の配慮が求められる。日の光による変化や月明かりや夜間照明への配慮

が①に、季節の花や樹木の落葉による変化、日差しの変化への対応が②

に、草木の成長による変化や石や木などの自然素材の経年による古びの変

化への対応が③に該当する。その他、フリーマーケット会場やお祭りの屋

台の建ち並ぶ参道など、時間によって機能が変化する空間を遷移空間と呼

➊年を重ねる移り変

わりをいい、完成時

点から年月を経るこ

とによって素材・空

間本来の味がでる。

➋建物を支持する独

立柱が並ぶ吹き放ち

の空間。
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ぶが、遷移空間の設置についても配慮が必要である。

（２）関係性

建築物と建築物、建築物と周辺地域、建築物とまわりの風景との関係に

配慮する必要がある。その際、豊かな中間領域・緩衝空間➌の形成が重要

である。住居外構の植栽など外部と内部との分離や移行の場となる空間が

中間領域であるが、親水空間や緑空間を適切に配置しながら、人々の集ま

る場所、人の行き交う場所、自然に触れ合う場所を豊かにつくることがで

きる。また、都市のオープンスペースである広場空間・囲み空間、街路空

間・路地空間への配慮も重要である。

２．都市デザインと建築

2-1　建築と町並みデザイン

町並みを構成する建築を考える際に、①建物の高さ、②屋根形状、③建

➌質の異なる2つの空

間や領域を接続する

際に、性質の衝突や

変化を緩和させるた

めにデザインされた

領域のこと。

➍材料の色・明るさ

や凸凹など、触覚や

視覚に与える質感・

効果などの素材感を

いう。

➎街路空間におかれ

る 屋 外 家 具 類 の 総 

称。
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築物等の位置、④色彩、⑤材料・素材、⑥１階部分の用途・デザイン、⑦

看板、⑧駐車場・駐輪場の８点に配慮する必要がある。

①では、道路に面する部分のみ高さを揃え、上層階をセットバックさせ

るという手法もある。③では、道路に面する部分の壁面線を揃えたり、敷

地内で建物の建つ部分を相互にあわせ、町並み全体で建物をリズミカルに

点々と配置したりする手法がある。⑥では、町並みの賑わい形成のために

１階部分を店舗とし開放性の高いデザインを連続させる手法や、低層階部

分のみセットバックしてアーケード➊化するという手法がある。⑦では、

看板規模をできるだけ小さくしたり、位置を揃える、バラバラに点在しが

ちな看板を１ヵ所にまとめるといった手法がある。⑧の町並みの連続性を

分断しがちな駐車場に関しては、道路との境界線に植栽や塀をデザインす

るなどして連続性を担保することができる。

必ずしも統一することがよいわけではない。統一感は単調さと背中合わ

豊かな外部空間と町並みの調和のデザイン豊かな外部空間と町並みの調和のデザイン（長野県上高井郡小布施町）�� field 02

➊アーチの連なった

通路、または商店街

などの上部に設けら

れる日除け・雨よけ

のための路上施設と

いう意味。

➋建築物や公共施設

の形態・意匠・色彩

を周囲の町並みに調

和させること。

➌建築プロジェクト

等 に お け る 基 本 計

画 、 基 本 設 計 の こ

と。全体計画から完

成予想図、イメージ

プランなど基本的な

方針とその内容、プ

ログラムをいう。

【小布施町】

・小布施町は長野県の北部、長野市中心

地から10km 圏に位置し、千曲川をは

じめとする３つの川と雁田山に周囲を

囲まれた自然の豊かな地域である。

・建築家・宮本忠長を中心に行われた

「小布施町並修景➋計画」には最初、

マスタープラン➌が用意されていな 

かった。全体として問題を解決してい

くのではなく、個々の暮らしの中での

不便性、悩み、希望などを個々のエリ

アで考えることを念頭に置いて計画は

進められた。

・北斎館などの現在の小布施町を代表す

る観光資源の誕生、向こう３軒両隣り

の関係性を第一に考えた修景計画など

を経て、現在、大勢の人々が訪れる活

気のある、美しい町となっている。
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せである。８つの項目に配慮しながら町並み全体のデザインに貢献するよ

うな個々の建築のデザインが求められる。

2-2　外部空間の計画

外部空間を計画する上で、空間の規模（スケール）、階層性（ヒエラル

キー）、空間演出に配慮することが重要である。

（１）スケール D/H➍

人が建物や塔の前に立っている状態を想定し、視点から建物の頂部まで

の距離（高さ H）に対して、視点から建物までの距離（奥行き D）の割合を

D/H として数値化することで、空間のスケール感が把握できる。

（２）ヒエラルキー

外部空間の計画の際には、それぞれの場所に求められる機能や役割に

従って、多様な空間を用意しなければならない。外部的⇔内部的、公式的

⇔私的、多人数⇔少人数、雑踏的⇔静寂的、動的⇔静的などの対比の中で

➍ D/Hと建物の見え方

（メルテンスの理論）

建築物としての存在が強調さ

れる 

細部・詳細が見える 

全体の形を瞬時に認識できる 

対象と背景が等価となる 

対象は環境の一部となる 




